
四半期報告書 

株式会社ほくほくフィナンシャルグループ 

(E03618) 

（第11期第１四半期） 

自 平成25年４月１日 

至 平成25年６月30日 



目       次 

  頁

表 紙      

    

第一部 企業情報 ………………………………………………………………………………………………………………  1

第１ 企業の概況 ……………………………………………………………………………………………………………  1

１ 主要な経営指標等の推移 …………………………………………………………………………………………  1

２ 事業の内容 …………………………………………………………………………………………………………  1

第２ 事業の状況 ……………………………………………………………………………………………………………  2

１ 事業等のリスク ……………………………………………………………………………………………………  2

２ 経営上の重要な契約等 ……………………………………………………………………………………………  2

３ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 …………………………………………………  2

第３ 提出会社の状況 ………………………………………………………………………………………………………  7

１ 株式等の状況 ………………………………………………………………………………………………………  7

(1) 株式の総数等 ……………………………………………………………………………………………………  7

(2) 新株予約権等の状況 ……………………………………………………………………………………………  8

(3）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等 …………………………………………………  8

(4) ライツプランの内容 ……………………………………………………………………………………………  8

(5) 発行済株式総数、資本金等の推移 ……………………………………………………………………………  8

(6) 大株主の状況 ……………………………………………………………………………………………………  8

(7) 議決権の状況 ……………………………………………………………………………………………………  8

２ 役員の状況 …………………………………………………………………………………………………………  9

第４ 経理の状況 ……………………………………………………………………………………………………………  10

１ 四半期連結財務諸表 ………………………………………………………………………………………………  11

(1) 四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………  11

(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………  13

四半期連結損益計算書 …………………………………………………………………………………………  13

四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………………………  14

２ その他 ………………………………………………………………………………………………………………  23

第二部 提出会社の保証会社等の情報 ………………………………………………………………………………………  23

    

［四半期レビュー報告書］      

       

［確認書］      



【表紙】

【提出書類】 四半期報告書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成25年８月９日 

【四半期会計期間】 第11期第１四半期（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

【会社名】 株式会社 ほくほくフィナンシャルグループ 

【英訳名】 Hokuhoku Financial Group, Inc. 

【代表者の役職氏名】 取締役社長  庵 栄伸 

【本店の所在の場所】 富山市堤町通り１丁目２番26号 

【電話番号】 ０７６（４２３）７３３１ 

【事務連絡者氏名】 企画グループ長 北川 博邦 

【最寄りの連絡場所】 富山市堤町通り１丁目２番26号 

【電話番号】 ０７６（４２３）７３３１ 

【事務連絡者氏名】 企画グループ長 北川 博邦 

【縦覧に供する場所】 株式会社 東京証券取引所 

（東京都中央区日本橋兜町２番１号） 

証券会員制法人 札幌証券取引所 

（北海道札幌市中央区南１条西５丁目14番地の１） 



 （注）１．当社及び国内連結子会社の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

２．１株当たり情報の算定上の基礎は、「第４ 経理の状況」中、「１ 四半期連結財務諸表」の「１株当たり

情報」に記載しております。なお、平成24年度第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額は、潜在株式が存在しないので記載しておりません。 

３．自己資本比率は、（（四半期）期末純資産の部合計－（四半期）期末新株予約権－（四半期）期末少数株主

持分）を（四半期）期末資産の部合計で除して算出しております。 

 当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容については、重要な変更はありま

せん。また、主要な関係会社についても、異動はありません。 

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

  

平成24年度 
第１四半期連結

累計期間 

平成25年度 
第１四半期連結

累計期間 
平成24年度 

(自 平成24年 
４月１日 

至 平成24年 
６月30日)

(自 平成25年 
４月１日 

至 平成25年 
６月30日)

(自 平成24年 
４月１日 

至 平成25年 
３月31日)

経常収益 百万円  51,024  47,804  199,136

経常利益 百万円  11,247  12,113  29,332

四半期純利益 百万円  7,980  6,197 ―― 

当期純利益 百万円 ―― ――  18,105

四半期包括利益 百万円  2,566  △152 ―― 

包括利益 百万円 ―― ――  43,635

純資産額 百万円  443,503  475,565  481,550

総資産額 百万円  10,732,435  11,135,039  10,979,231

１株当たり四半期純利益

金額 
円  5.80  4.62 ―― 

１株当たり当期純利益金

額 
円 ―― ――  12.19

潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額 
円  －  4.62 ―― 

潜在株式調整後１株当た

り当期純利益金額 
円 ―― ――  12.19

自己資本比率 ％  4.12  4.26  4.37

２【事業の内容】
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 当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

該当事項はありません。  

  

 以下の記載における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結

子会社）が判断したものであります。 

(1) 業績の状況 

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、大規模景気対策による公共投資の増加や、景況感の改善を背

景とした堅調な個人消費の動きなどに加えて、輸出や生産活動にも明るさが見受けられるようになり、持ち直しの

動きがより明確となりました。 

 金融面では、日本銀行が長期国債の買入れ額を増やすことなどを盛り込んだ「量的・質的金融緩和」を発表し、

デフレ脱却に向けた動きが一段と加速しました。ただ債券市場において、日本銀行の大規模な国債買入れオペによ

る流動性の低下が意識されるようになり、長期金利は不安定な動きが続きました。  

  

 このような環境の中、当社グループの当第１四半期連結累計期間の連結業績は以下のようになりました。 

 経常収益は、貸出金利息及び国債等債券売却益の減少を主因として、前第１四半期連結累計期間比32億円減少し

て、478億円となりました。一方、経常費用は、預金利息及び営業経費の減少や、貸倒引当金繰入額が貸倒引当金

戻入益に転じたことにより、前第１四半期連結累計期間比40億円減少して356億円となりました。この結果、経常

利益は、前第１四半期連結累計期間比８億円増加して121億円となりました。 

 四半期純利益は、税金費用の増加により、前第１四半期連結累計期間比17億円減少して、61億円となりました。

 貸出金の当第１四半期連結会計期間末残高は、引き続き個人ローンは堅調に推移しておりますが、事業性貸出の

減少により、前連結会計年度末比377億円減少して、７兆3,502億円となりました。 

 預金・譲渡性預金の当第１四半期連結会計期間末残高は、個人預金・公金預金を中心に、前連結会計年度末比

2,828億円増加して、10兆2,657億円となりました。 

 セグメントごとの業績は、北陸銀行では、経常収益は前第１四半期連結累計期間比17億円減少して238億円とな

り、セグメント利益は前第１四半期連結累計期間比26億円減少して32億円となりました。北海道銀行では、経常収

益は前第１四半期連結累計期間比13億円減少して203億円となり、セグメント利益は前第１四半期連結累計期間比

５億円増加して30億円となりました。その他では、経常収益は前第１四半期連結累計期間２億円減少して52億円と

なり、セグメント利益は前第１四半期連結累計期間比２億円増加して５億円となりました。 

  

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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① 国内業務部門・国際業務部門別収支 

 当第１四半期連結累計期間の資金運用収支は前第１四半期連結累計期間比７億円減少して301億円、役務取引

等収支は前第１四半期連結累計期間比１億円増加して58億円、特定取引収支は前第１四半期連結累計期間比12百

万円増加して92百万円、その他業務収支は前第１四半期連結累計期間比36億円減少して19億円となりました。 

 （注）１．「国内」「海外」の区分に替えて、「国内業務部門」「国際業務部門」で区分しております。 

  国内業務部門は当社及び連結子会社の円建取引、国際業務部門は当社及び連結子会社の外貨建取引でありま

す。ただし、円建対非居住者取引、特別国際金融取引勘定等分は国際業務部門に含めております。 

２．相殺消去額は、国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借利息であります。 

種類 期別 
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計 

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

資金運用収支 
前第１四半期連結累計期間  30,610  297  －  30,907

当第１四半期連結累計期間  29,848  264  －  30,112

うち資金運用収益 
前第１四半期連結累計期間  33,449  467  △44  33,873

当第１四半期連結累計期間  32,064  473  △34  32,503

うち資金調達費用 
前第１四半期連結累計期間  2,839  170  △44  2,966

当第１四半期連結累計期間  2,216  208  △34  2,390

役務取引等収支 
前第１四半期連結累計期間  5,640  114  －  5,754

当第１四半期連結累計期間  5,791  95  －  5,887

うち役務取引等収益 
前第１四半期連結累計期間  9,006  146  －  9,153

当第１四半期連結累計期間  9,328  141  －  9,469

うち役務取引等費用 
前第１四半期連結累計期間  3,366  32  －  3,399

当第１四半期連結累計期間  3,536  45  －  3,582

特定取引収支 
前第１四半期連結累計期間  79  △0  －  79

当第１四半期連結累計期間  92  0  －  92

うち特定取引収益 
前第１四半期連結累計期間  79  △0  －  79

当第１四半期連結累計期間  95  －  －  95

うち特定取引費用 
前第１四半期連結累計期間  －  －  －  －

当第１四半期連結累計期間  2  △0  －  2

その他業務収支 
前第１四半期連結累計期間  5,268  334  －  5,603

当第１四半期連結累計期間  1,459  448  －  1,907

うちその他業務収益 
前第１四半期連結累計期間  7,257  334  －  7,592

当第１四半期連結累計期間  3,622  448  －  4,070

うちその他業務費用 
前第１四半期連結累計期間  1,988  －  －  1,988

当第１四半期連結累計期間  2,163  －  －  2,163
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② 国内業務部門・国際業務部門別役務取引の状況 

 当第１四半期連結累計期間の役務取引等収益は、前第１四半期連結累計期間比３億円増加して94億円となりま

した。役務取引等費用は、前第１四半期連結累計期間比１億円増加して35億円となりました。 

種類 期別 
国内業務部門 国際業務部門 合計 

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 

役務取引等収益 
前第１四半期連結累計期間  9,006  146  9,153

当第１四半期連結累計期間  9,328  141  9,469

うち預金・貸出業務 
前第１四半期連結累計期間  2,920  －  2,920

当第１四半期連結累計期間  2,946  －  2,946

うち為替業務 
前第１四半期連結累計期間  2,675  137  2,813

当第１四半期連結累計期間  2,623  136  2,760

うち証券関連業務 
前第１四半期連結累計期間  843  －  843

当第１四半期連結累計期間  1,316  －  1,316

うち代理業務 
前第１四半期連結累計期間  426  －  426

当第１四半期連結累計期間  498  －  498

うち保護預り・ 

貸金庫業務 

前第１四半期連結累計期間  208  －  208

当第１四半期連結累計期間  205  －  205

うち保証業務 
前第１四半期連結累計期間  639  8  648

当第１四半期連結累計期間  703  4  708

役務取引等費用 
前第１四半期連結累計期間  3,366  32  3,399

当第１四半期連結累計期間  3,536  45  3,582

うち為替業務 
前第１四半期連結累計期間  429  32  461

当第１四半期連結累計期間  426  45  472
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③ 国内業務部門・国際業務部門別特定取引の状況 

 当第１四半期連結累計期間の特定取引収益は、前第１四半期連結累計期間比15百万円増加して95百万円となり

ました。特定取引費用は、２百万円となりました。  

 （注）内訳科目は、それぞれ収益と費用で相殺し、収益が上回った場合には収益欄に、費用が上回った場合には費用欄

に、上回った純額を計上しております。 

④ 国内業務部門・国際業務部門別預金残高の状況 

○ 預金の種類別残高（末残） 

 （注）１．流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金 

２．定期性預金＝定期預金＋定期積金 

種類 期別 
国内業務部門 国際業務部門 合計 

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 

特定取引収益 
前第１四半期連結累計期間  79  △0  79

当第１四半期連結累計期間  95  －  95

うち商品有価証券収

益 

前第１四半期連結累計期間  44  －  44

当第１四半期連結累計期間  95  －  95

うち特定金融派生商

品収益 

前第１四半期連結累計期間  34  △0  34

当第１四半期連結累計期間  －  －  －

特定取引費用 
前第１四半期連結累計期間  －  －  －

当第１四半期連結累計期間  2  △0  2

うち商品有価証券費

用 

前第１四半期連結累計期間  －  －  －

当第１四半期連結累計期間  －  －  －

うち特定金融派生商

品費用 

前第１四半期連結累計期間  －  －  －

当第１四半期連結累計期間  2  △0  2

種類 期別 
国内業務部門 国際業務部門 合計 

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 

預金合計 
前第１四半期連結会計期間  9,571,546  63,645  9,635,192

当第１四半期連結会計期間  9,849,011  61,112  9,910,123

うち流動性預金 
前第１四半期連結会計期間  4,915,268  －  4,915,268

当第１四半期連結会計期間  5,292,620  －  5,292,620

うち定期性預金 
前第１四半期連結会計期間  4,619,264  －  4,619,264

当第１四半期連結会計期間  4,491,769  －  4,491,769

うちその他 
前第１四半期連結会計期間  37,013  63,645  100,658

当第１四半期連結会計期間  64,621  61,112  125,734

譲渡性預金 
前第１四半期連結会計期間  221,361  －  221,361

当第１四半期連結会計期間  355,615  －  355,615

総合計 
前第１四半期連結会計期間  9,792,908  63,645  9,856,554

当第１四半期連結会計期間  10,204,627  61,112  10,265,739
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⑤ 国内・特別国際金融取引勘定分別貸出金残高の状況 

○ 業種別貸出状況（末残・構成比） 

  

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

記載すべき重要な変更はありません。 

(3) 研究開発活動 

該当事項はありません。 

業種別 
前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間 

金額(百万円) 構成比（％） 金額(百万円) 構成比（％）

国内（除く特別国際金融取引勘定分）  7,225,050  100.00  7,350,219  100.00

製造業  856,160  11.85  844,954  11.50

農業, 林業  26,188  0.36  25,946  0.35

漁業  5,100  0.07  5,404  0.07

鉱業, 採石業, 砂利採取業  3,519  0.05  2,575  0.04

建設業  269,524  3.73  258,320  3.51

電気・ガス・熱供給・水道業  113,406  1.57  110,137  1.50

情報通信業  36,601  0.50  39,944  0.54

運輸業, 郵便業  176,069  2.44  176,601  2.40

卸売業, 小売業  786,654  10.89  762,734  10.38

金融業, 保険業  322,784  4.47  305,033  4.15

不動産業, 物品賃貸業  546,867  7.57  553,086  7.53

各種サービス業  551,989  7.64  549,999  7.48

地方公共団体等  1,455,059  20.14  1,589,451  21.62

その他  2,075,129  28.72  2,126,023  28.93

特別国際金融取引勘定分  －  －  －  －

合計  7,225,050 ――  7,350,219 ―― 
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

（注）１．すべての種類の株式につき、単元株式数は、1,000株であります。 
（注）２．すべての種類の株式について、株式の内容として、会社法第322条第２項の規定による種類株主総会の決議を要しない旨の定款の定め

はありません。 
（注）３．普通株式のほか、会社法第108条第１項各号に掲げる事項について異なる定めをした優先株式を発行しており、議決権の有無に差異が

あります。優先株式には、資本増強に際しての既存株主への影響を考慮したため、議決権はありません。優先株式の内容は、（注）

５．のとおりであります。 
（注）４．完全議決権株式であり、権利内容になんら限定のない当社における標準となる株式であります。 
（注）５．第１回第５種優先株式の概要は次のとおりであります。 

１．優先配当金 
(1) 優先配当金   １株につき年15円 
(2) 非累積条項 

 ある事業年度において、本優先株式の株主（以下「本優先株主」という）に対して支払う剰余金の配当の額が優先配当金の

額に達しないときは、その不足額は、翌事業年度以降に累積しない。 
(3) 非参加条項 

 本優先株主に対しては、優先配当金を超えて配当金の支払いをしない。 
(4) 優先中間配当金  １株につき７円50銭 

２．残余財産の分配 
 当社は、残余財産を分配するときは、本優先株主に対し、普通株主に先立ち、本優先株式１株につき、500円を支払う。本優先

株主に対しては、上記500円のほか残余財産の分配はしない。 
３．優先順位 

 本優先株式の優先配当金、優先中間配当金及び残余財産の分配順位は、当社が発行するすべての優先株式と同順位とする。 
４．消却 

 当社は、いつでも本優先株式を買受け、これを保有し、又は利益をもって消却することができる。 
５．取得請求権 

 本優先株主は、普通株式への取得請求権を有しない。 
６．取得条項 

 当社は、平成17年３月31日以降いつでも、本優先株式１株につき500円で本優先株式の全部又は一部を取得することができる。

一部取得の場合は抽選その他の方法により行うことができる。 
７．議決権条項 

 本優先株主は、株主総会において議決権を有しない。ただし、本優先株主は、定時株主総会に優先配当金全部の支払を受ける

旨の議案が提出されないときはその総会より、その議案がその定時株主総会において否決されたときはその総会の終結の時よ

り、優先配当金全部の支払を受ける旨の決議がなされる時まで議決権を有する。 
８．新株等の引受権 

 法令に別段の定めがある場合を除くほか、本優先株式について株式の併合又は分割を行わない。また、本優先株主には、株式

及び新株予約権の無償割当ては行わない。 
 本優先株主には募集新株、募集新株予約権又は募集新株予約権付社債の割当てを受ける権利を与えない。 

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  2,800,000,000

第１種 優先株式  400,000,000

第２種 優先株式  200,000,000

第３種 優先株式  200,000,000

第４種 優先株式  90,000,000

第５種 優先株式  110,000,000

計  3,800,000,000

種類 
第１四半期会計期間末現在発

行数(株) 
（平成25年６月30日） 

提出日現在発行数（株）

（平成25年８月９日） 
上場金融商品取引所名又は登

録認可金融商品取引業協会名 
内容

普通株式  1,351,630,146  1,351,630,146
東京証券取引所（市場第一部） 

札幌証券取引所 
（注）1,2,3,4 

第１回第５種優先株式  107,432,000  107,432,000 非上場 （注）1,2,3,5 

計  1,459,062,146  1,459,062,146 － － 
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該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。 
  

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

  

 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】  

 （注１） 優先株式の内容は、「１．株式等の状況」の「(1）株式の総数等」に記載しております。 

なお、無議決権株式については、この優先株式を保有する株主が優先的配当全額を受ける旨の議案が定時株主総会に提出されない

ときはその総会より、その議案が定時株主総会において否決されたときはその総会の終結のときより、優先的配当全額を受ける旨の

決議がある時まで、議決権を有するものであります。 

 （注２） 普通株式の内容は、「１．株式等の状況」の「(1)株式の総数等」に記載しております。 

 （注３） 「完全議決権株式（その他）」には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が56千株含まれております。 

なお、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数56個が含まれておりません。 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総数 

増減数（千株） 
発行済株式総数残高

（千株） 
資本金増減額 

（百万円） 
資本金残高 

（百万円） 
資本準備金増減

額（百万円） 
資本準備金残高

（百万円） 

平成25年４月１日～ 

平成25年６月30日 

普通株式  
第１回第５種優先株式 

 

－

－

 普通株式  
第１回第５種優先株式 

 

1,351,630

107,432

 －  70,895  －  82,034

（６）【大株主の状況】

（７）【議決権の状況】

  平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 優先株式  107,427,000 ―― 
（注１） 

  第１回第５種 優先株式  107,427,000 ―― 

議決権制限株式（自己株式等） － ―― － 

議決権制限株式（その他） － ―― － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  12,537,000 ―― 

（注２）   （自己保有株式） 普通株式  12,117,000 ―― 

  （相互保有株式） 普通株式  420,000 ―― 

完全議決権株式（その他） 普通株式  1,331,360,000  1,331,304 （注２、３） 

単元未満株式 普通株式 

優先株式 

 

 

7,733,146

5,000

―― 

―― 

－ 

第１回第５種優先株式 

発行済株式総数  1,459,062,146 ―― ―― 

総株主の議決権 ――  1,331,304 ―― 
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②【自己株式等】 

 （注）なお、上記は直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりますが、当第１四半期会計期間末日現在の自

己株式等の状況は以下のとおりです。 

  

  

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。  

  

  平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は 

名称 
所有者の住所 

自己名義所有 

株式数（株） 
他人名義所有 

株式数（株） 
所有株式数の 

合計（株） 
発行済株式総数に対する

所有株式数の割合（％）

株式会社ほくほくフィナン

シャルグループ  

富山市堤町通り１丁目２

番26号 
 12,117,000  －  12,117,000  0.83

ほくほくキャピタル株式

会社 

富山市中央通り１丁目６

番８号 
 420,000  －  420,000  0.02

計 ――  12,537,000  －  12,537,000  0.85

  平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は 

名称 
所有者の住所 

自己名義所有 

株式数（株） 
他人名義所有 

株式数（株） 
所有株式数の 

合計（株） 
発行済株式総数に対する

所有株式数の割合（％）

株式会社ほくほくフィナン

シャルグループ  

富山市堤町通り１丁目２

番26号 
 11,853,000  －  11,853,000  0.81

ほくほくキャピタル株式

会社 

富山市中央通り１丁目６

番８号 
 420,000  －  420,000  0.02

計 ――  12,273,000  －  12,273,000  0.84

２【役員の状況】
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１．当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しておりますが、資産及び負債の分類並びに収益及び費用の分類は、「銀行法施行規則」

（昭和57年大蔵省令第10号）に準拠しております。 

  

２．当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（自平成25年４月１日 至

平成25年６月30日）及び第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日）に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツの四半期レビューを受けております。 

第４【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

現金預け金 553,744 718,456

コールローン及び買入手形 135,426 97,112

買入金銭債権 86,864 86,736

特定取引資産 7,228 6,598

金銭の信託 4,000 6,305

有価証券 ※2  2,509,794 ※2  2,556,319

貸出金 ※1  7,387,934 ※1  7,350,219

外国為替 10,616 12,613

その他資産 109,182 116,109

有形固定資産 106,211 105,634

無形固定資産 38,098 36,685

繰延税金資産 24,141 26,822

支払承諾見返 79,728 83,498

貸倒引当金 △73,742 △68,071

資産の部合計 10,979,231 11,135,039

負債の部   

預金 9,818,196 9,910,123

譲渡性預金 164,667 355,615

コールマネー及び売渡手形 40,345 17,746

特定取引負債 2,052 1,504

借用金 252,551 151,311

外国為替 123 314

社債 33,000 33,000

その他負債 84,703 84,507

退職給付引当金 9,829 9,847

役員退職慰労引当金 684 326

偶発損失引当金 3,033 2,914

睡眠預金払戻損失引当金 1,256 1,256

再評価に係る繰延税金負債 7,506 7,506

支払承諾 79,728 83,498

負債の部合計 10,497,680 10,659,473
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

純資産の部   

資本金 70,895 70,895

資本剰余金 148,197 148,193

利益剰余金 201,138 201,507

自己株式 △1,547 △1,515

株主資本合計 418,684 419,080

その他有価証券評価差額金 52,630 45,423

繰延ヘッジ損益 △301 518

土地再評価差額金 9,340 9,340

その他の包括利益累計額合計 61,669 55,283

新株予約権 107 77

少数株主持分 1,089 1,124

純資産の部合計 481,550 475,565

負債及び純資産の部合計 10,979,231 11,135,039
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

経常収益 51,024 47,804

資金運用収益 33,873 32,503

（うち貸出金利息） 28,174 26,787

（うち有価証券利息配当金） 5,150 5,185

役務取引等収益 9,153 9,469

特定取引収益 79 95

その他業務収益 7,592 4,070

その他経常収益 ※1  325 ※1  1,665

経常費用 39,776 35,691

資金調達費用 2,967 2,391

（うち預金利息） 2,091 1,437

役務取引等費用 3,399 3,582

特定取引費用 － 2

その他業務費用 1,988 2,163

営業経費 27,091 26,454

その他経常費用 ※2  4,329 ※2  1,096

経常利益 11,247 12,113

特別損失 10 66

固定資産処分損 9 36

減損損失 － 30

その他の特別損失 0 －

税金等調整前四半期純利益 11,237 12,046

法人税、住民税及び事業税 3,199 2,763

法人税等調整額 34 3,053

法人税等合計 3,234 5,817

少数株主損益調整前四半期純利益 8,002 6,228

少数株主利益 22 31

四半期純利益 7,980 6,197
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 8,002 6,228

その他の包括利益 △5,435 △6,381

その他有価証券評価差額金 △5,447 △7,211

繰延ヘッジ損益 15 820

持分法適用会社に対する持分相当額 △4 10

四半期包括利益 2,566 △152

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,547 △188

少数株主に係る四半期包括利益 19 36
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当第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

税金費用の処理 

 一部の連結子会社の税金費用は、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じることにより算定

しております。  

  

※１．貸出金のうち、リスク管理債権は次のとおりであります。 

 なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。 

  

※２．有価証券中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）による社債に対する保証債務の額は

次のとおりであります。 

  

※１．その他経常収益には、次のものを含んでおります。 

  

※２．その他経常費用には、次のものを含んでおります。 

  

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む）及びのれん償却額は、次のとおりであ

ります。  

【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（四半期連結貸借対照表関係）

  
前連結会計年度 

（平成25年３月31日） 
当第１四半期連結会計期間 
（平成25年６月30日） 

破綻先債権額 百万円 12,049 百万円 12,258

延滞債権額 百万円 184,445 百万円 169,996

３ヵ月以上延滞債権額 百万円 101 百万円 638

貸出条件緩和債権額 百万円 42,310 百万円 41,605

合計額 百万円 238,908 百万円 224,499

前連結会計年度 
（平成25年３月31日） 

当第１四半期連結会計期間 
（平成25年６月30日） 

百万円 101,131 百万円 102,187

（四半期連結損益計算書関係）

  
前第１四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 

至 平成24年６月30日）  

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成25年４月１日 
至 平成25年６月30日）  

貸倒引当金戻入益 百万円 － 百万円 1,006

  
前第１四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 

至 平成24年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成25年４月１日 
至 平成25年６月30日） 

貸倒引当金繰入額 百万円 2,347 百万円 －

株式等償却   百万円 952   百万円 517

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  
前第１四半期連結累計期間 
（自  平成24年４月１日 
至  平成24年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自  平成25年４月１日 
至  平成25年６月30日） 

減価償却費 百万円 2,244 百万円 2,119

のれん償却額 百万円 525 百万円 525
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前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日） 

１．配当金支払額 

  

２．株主資本の金額の著しい変動  

（注）平成24年５月18日開催の取締役会決議に基づき、平成24年５月及び６月に市場から3,607百万円（30百万株）を

取得しております。 

  

当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日） 

１．配当金支払額 

２．株主資本の金額の著しい変動 

該当事項はありません。  

  

（株主資本等関係）

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり 
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月26日 
定時株主総会 

普通株式  5,210  3.75 平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金 

第１回第５種
優先株式 

 805  7.50 平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当連結会計年度期首残高（百万円）  70,895  153,188  189,845  △605  413,322

当第１四半期連結会計期間末までの変動

額（百万円） 
 

剰余金の配当  －  －  △6,016  －  △6,016

四半期純利益  －  －  7,980  －  7,980

自己株式の取得（注）  －  －  －  △3,607  △3,607

自己株式の処分  －  △0  －  0  0

当第１四半期連結会計期間末までの変動

額合計（百万円） 
 －  △0  1,963  △3,607  △1,643

当第１四半期連結会計期間末残高 

（百万円） 
 70,895  153,188  191,809  △4,213  411,678

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり 
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年６月21日 
定時株主総会 

普通株式  5,023  3.75 平成25年３月31日 平成25年６月24日 利益剰余金 

第１回第５種
優先株式 

 805  7.50 平成25年３月31日 平成25年６月24日 利益剰余金 
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前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日） 

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。 
２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、リース業・クレジットカー

ド業等を営む、銀行以外の連結子会社であります。 
３．外部顧客に対する経常収益の調整額 百万円は、事業セグメントに配分していない経常収益及びパーチェ

ス法による経常収益調整額であります。 
４．セグメント利益の調整額 百万円には、セグメント間取引消去 百万円、のれん償却額 百万

円、パーチェス法による利益調整額 百万円、持分法投資損失 百万円、少数株主利益 百万円及
び事業セグメントに配分していない費用 百万円が含まれております。 

５．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の四半期純利益と調整を行っております。  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

該当事項はありません。  

（のれんの金額の重要な変動） 

該当事項はありません。  

（重要な負ののれん発生益） 

該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日） 

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。 
２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、リース業・クレジットカー

ド業等を営む、銀行以外の連結子会社であります。 
３．外部顧客に対する経常収益の調整額 百万円は、事業セグメントに配分していない経常収益、パーチェ

ス法による経常収益調整額及び特定取引収益の連結調整額であります。 
４．セグメント利益の調整額 百万円には、セグメント間取引消去 百万円、のれん償却額 百万

円、パーチェス法による利益調整額 百万円、持分法投資利益 百万円、少数株主利益 百万円及び
事業セグメントに配分していない費用 百万円が含まれております。 

５．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の四半期純利益と調整を行っております。  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

該当事項はありません。  

（のれんの金額の重要な変動） 

該当事項はありません。  

（重要な負ののれん発生益） 

該当事項はありません。 

  

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  （単位：百万円）

  
報告セグメント 

その他 合計 調整額 
四半期連結
損益計算書
計上額 北陸銀行 北海道銀行 計 

経常収益               
外部顧客に対する
経常収益 

 25,264  21,649  46,913  4,105  51,019  5  51,024

セグメント間の内部
経常収益 

 380  26  407  1,426  1,833  △1,833  －

計  25,644  21,676  47,321  5,531  52,852  △1,828  51,024

セグメント利益  5,874  2,557  8,432  353  8,785  △804  7,980

5

△804 △167 △525
△41 △46 △22

△0

  （単位：百万円）

  
報告セグメント 

その他 合計 調整額 
四半期連結
損益計算書
計上額 北陸銀行 北海道銀行 計 

経常収益               
外部顧客に対する
経常収益 

 23,703  20,128  43,832  3,993  47,826  △21  47,804

セグメント間の内部
経常収益 

 189  172  361  1,261  1,623  △1,623  －

計  23,893  20,300  44,194  5,255  49,449  △1,645  47,804

セグメント利益  3,255  3,069  6,324  594  6,919  △721  6,197

△21

△721 △151 △525
△19 6 △31
△0
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前連結会計年度（平成25年３月31日） 

  

当第１四半期連結会計期間（平成25年６月30日） 

（注）１．現金預け金の時価の算定方法 
 満期のない預け金については、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としておりま
す。満期のある預け金については、預入期間に基づく区分ごとに、市場金利に信用リスク等を加味した利率で割
り引いた現在価値を算定しております。なお、預入期間が１年以内のものは、時価は帳簿価額と近似しているこ
とから、当該帳簿価額を時価としております。 

２．コールローン及び買入手形の時価の算定方法 
 コールローン及び買入手形は、約定期間が短期間（１年以内）であり、時価は帳簿価額と近似していることか
ら、当該帳簿価額を時価としております。 

３．買入金銭債権の時価の算定方法 
 買入金銭債権のうち、投資家として購入した住宅ローン債権の信託受益権及び貸付債権の信託受益権について
は、取引金融機関から提示された価格を時価としております。また、資産流動化の小口債権は、期間毎の市場金
利に信用リスク等を加味した利率で割り引いた現在価値を算定しております。 

４．有価証券の時価の算定方法 
 株式は期末前１カ月の市場価格の平均に基づいて算定された価格、債券は取引所の価格又は公表されている価
格、これらがない場合には合理的な見積もりに基づいて算定された価格によっております。投資信託は、公表さ
れている基準価格によっております。 
 自行保証付私募債は、内部格付、残存期間に基づく区分ごとに、市場金利に信用リスク等を加味した利率で割
り引いた現在価値を算定しております。 
 なお、保有目的ごとの有価証券に関する注記事項については「（有価証券関係）」に記載しております。 

（金融商品関係）

科目 
連結貸借対照表 
計上額（百万円）

時価 
（百万円） 

差額 
（百万円） 

現金預け金  553,744  553,741  △3

コールローン及び買入手形  135,426  135,426  －

買入金銭債権  78,259  78,259  －

有価証券    

満期保有目的の債券  130,718  134,230  3,511

その他有価証券  2,348,917  2,348,917  －

貸出金  7,387,934   

貸倒引当金  △70,201   

   7,317,733  7,404,733  87,000

資産計   10,564,800  10,655,309  90,508

預金  9,818,196  9,820,010  1,813

譲渡性預金  164,667  164,698  30

借用金  252,551  253,632  1,080

負債計  10,235,416  10,238,341  2,924

デリバティブ取引    

ヘッジ会計が適用されていないもの  4,879  4,879  －

ヘッジ会計が適用されているもの  (968)  (968)  －

デリバティブ取引計  3,911  3,911  －

科目 
四半期連結貸借対照
表計上額（百万円）

時価 
（百万円） 

差額 
（百万円） 

現金預け金  718,456  718,442  △13

コールローン及び買入手形  97,112  97,112  －

買入金銭債権  78,191  78,191  －

有価証券    

満期保有目的の債券  133,221  133,622  401

その他有価証券  2,393,123  2,393,123  －

貸出金  7,350,219   

貸倒引当金  △64,687   

   7,285,532  7,342,212  56,679

資産計   10,705,636  10,762,704  57,067

預金  9,910,123  9,911,585  1,461

譲渡性預金  355,615  355,638  22

借用金  151,311  151,941  629

負債計  10,417,051  10,419,165  2,113

デリバティブ取引    

ヘッジ会計が適用されていないもの  4,438  4,438  －

ヘッジ会計が適用されているもの  2,772  2,772  －

デリバティブ取引計  7,210  7,210  －
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５．貸出金の時価の算定方法 
 貸出金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映するため、貸出先の信用状態が実行後大きく
異なっていない限り、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。固定金利
によるものは、貸出金の種類及び内部格付、期間に基づく区分ごとに、元利金の合計額を市場金利に信用リスク
等を加味した利率で割り引いて時価を算定しております。なお、約定期間が１年以内のものは、時価は帳簿価額
と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。 
 また、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、見積将来キャッシュ・フローの現在価
値又は担保及び保証による回収見込額等に基づいて貸倒見積高を算定しているため、時価は四半期連結決算日
（連結決算日）における四半期連結貸借対照表（連結貸借対照表）上の債権等計上額から貸倒引当金計上額を控
除した金額に近似しており、当該価額を時価としております。 
 貸出金のうち、当該貸出を担保資産の範囲内に限るなどの特性により、返済期限を設けていないものについて
は、返済見込み期間及び金利条件等から、時価は帳簿価額に近似しているものと想定されるため、帳簿価額を時
価としております。 

６．預金及び譲渡性預金の時価の算定方法 
 要求払預金については、四半期連結決算日（連結決算日）に要求された場合の支払額（帳簿価額）を時価とみ
なしております。また、定期預金及び譲渡性預金の時価は、一定の期間ごとに区分して、将来のキャッシュ・フ
ローを割り引いて現在価値を算定しております。その割引率は、新規に預金を受け入れる際に使用する利率を用
いております。なお、預入期間が１年以内のものは、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を
時価としております。 

７．借用金の時価の算定方法 
 借用金のうち変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映し、また、当社及び連結子会社等の信用状態は
実行後大きく異なっていないことから、時価は帳簿価額と近似していると考えられるため、当該帳簿価額を時価
としております。固定金利によるものは、一定の期間ごとに区分した当該借用金の元利金の合計額を同様の借入
において想定される利率で割り引いて現在価値を算定しております。なお、約定期間が１年以内のものは、時価
は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。 

８．デリバティブ取引 
 デリバティブ取引は、金利関連取引（金利先物、金利オプション、金利スワップ等）、通貨関連取引（通貨先
物、通貨オプション、通貨スワップ等）、債券関連取引（債券先物、債券先物オプション等）、商品関連取引で
あり、取引所の価格、割引現在価値やオプション価格計算モデル等により算出した価額によっております。 

  

※ 四半期連結貸借対照表の「有価証券」のほか、「現金預け金」中の譲渡性預け金、及び「買入金銭債権」中の信託受

益権等を含めて記載しております。 

１．満期保有目的の債券 

前連結会計年度（平成25年３月31日） 

  

当第１四半期連結会計期間（平成25年６月30日） 

  

２．その他有価証券 

前連結会計年度（平成25年３月31日）  

  

（有価証券関係）

  
連結貸借対照表計上額 

（百万円） 
時価（百万円） 差額（百万円） 

国債  77,637  81,151  3,513

社債  53,080  53,079  △1

合計  130,718  134,230  3,511

  
四半期連結貸借対照表計上額

（百万円） 
時価（百万円） 差額（百万円） 

国債  77,623  78,192  569

社債  55,598  55,429  △168

合計  133,221  133,622  401

  取得原価（百万円） 
連結貸借対照表計上額 

（百万円） 
差額（百万円） 

株式  91,587  115,082  23,494

債券  2,085,332  2,132,077  46,745

国債  1,355,418  1,386,137  30,719

地方債  449,141  460,528  11,386

社債  280,772  285,411  4,639

その他  173,713  180,014  6,301

合計  2,350,632  2,427,174  76,541
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当第１四半期連結会計期間（平成25年６月30日） 

（注） 売買目的有価証券以外の有価証券（時価を把握することが極めて困難なものを除く）のうち、当該有価証券の時
価が取得原価に比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復する見込みがあると認められないものについ
ては、当該時価をもって四半期連結貸借対照表計上額（連結貸借対照表計上額）とするとともに、評価差額を当第
１四半期連結累計期間（連結会計年度）の損失として処理（以下「減損処理」という）しております。 
 前連結会計年度における減損処理額は、 百万円（株式 百万円、その他 百万円）であります。 
 当第１四半期連結累計期間における減損処理額は、 百万円（株式 百万円、社債 百万円）であります。 
 また、「減損処理」は、資産の自己査定における有価証券の発行会社の区分ごとに次のとおり実施しておりま
す。 

なお、要注意先とは今後管理に注意を要する債務者であり、正常先とは、破綻先、実質破綻先、破綻懸念
先及び要注意先以外の債務者であります。 

  

１．満期保有目的の金銭の信託 

該当事項はありません。 

  

２．その他の金銭の信託（運用目的及び満期保有目的以外） 

該当事項はありません。 

  

(1) 金利関連取引 

前連結会計年度（平成25年３月31日） 

（注）１．上記取引については時価評価を行い、評価損益を連結損益計算書に計上しております。 
 なお、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会
業種別監査委員会報告第24号）等に基づきヘッジ会計を適用しているデリバティブ取引は、上記記載から除い
ております。 

２．時価の算定 
 割引現在価値やオプション価格計算モデル等により算定しております。 

  

当第１四半期連結会計期間（平成25年６月30日） 

（注）１．上記取引については時価評価を行い、評価損益を四半期連結損益計算書に計上しております。 
 なお、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会
業種別監査委員会報告第24号）等に基づきヘッジ会計を適用しているデリバティブ取引は、上記記載から除い
ております。 

２．時価の算定 
 割引現在価値やオプション価格計算モデル等により算定しております。 

  

  取得原価（百万円） 
四半期連結貸借対照表計上額

（百万円） 
差額（百万円） 

株式  96,963  126,376  29,413

債券  2,126,373  2,155,947  29,574

国債  1,392,543  1,411,190  18,647

地方債  442,262  450,395  8,132

社債  291,566  294,360  2,794

その他  184,832  188,989  4,157

合計  2,408,168  2,471,313  63,145

9,024 8,607 417
505 495 10

破綻先、実質破綻先、
破綻懸念先、要注意先 

株式は時価が取得原価に比べ下落、債券は時価が取得原価に比べ30％超下落 

正常先 
時価が取得原価の50％以上下落、又は、時価が取得原価の30％超50％未満下落か
つ市場価格が一定水準以下で推移等 

（金銭の信託関係）

（デリバティブ取引関係）

区分 種類 契約額等（百万円） 時価（百万円） 評価損益（百万円） 

店頭 

金利スワップ  1,225,391  4,918  4,918

金利オプション  673,133  1  2,647

その他  4,550  △1  175

合計 ――  4,918  7,742

区分 種類 契約額等（百万円） 時価（百万円） 評価損益（百万円） 

店頭 

金利スワップ  1,187,094  4,450  4,450

金利オプション  634,767  △3  2,429

その他  3,673  △1  144

合計 ――  4,446  7,024
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(2) 通貨関連取引 

前連結会計年度（平成25年３月31日） 

（注）１．上記取引については時価評価を行い、評価損益を連結損益計算書に計上しております。 
 なお、「銀行業における外貨建取引等の会計処理に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協
会業種別監査委員会報告第25号）等に基づきヘッジ会計を適用している通貨スワップ取引等及び外貨建金銭債
権債務等に付されたもので当該外貨建金銭債権債務等の連結貸借対照表表示に反映されているもの、又は当該
外貨建金銭債権債務等が連結手続上消去されたものについては、上記記載から除いております。 

２．時価の算定 
 割引現在価値等により算定しております。  

  

当第１四半期連結会計期間（平成25年６月30日） 

（注）１．上記取引については時価評価を行い、評価損益を四半期連結損益計算書に計上しております。 
 なお、「銀行業における外貨建取引等の会計処理に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協
会業種別監査委員会報告第25号）等に基づきヘッジ会計を適用している通貨スワップ取引等及び外貨建金銭債
権債務等に付されたもので当該外貨建金銭債権債務等の四半期連結貸借対照表表示に反映されているもの、又
は当該外貨建金銭債権債務等が連結手続上消去されたものについては、上記記載から除いております。 

２．時価の算定 
 割引現在価値等により算定しております。 

  

(3) 株式関連取引 

該当事項はありません。 

  

(4) 債券関連取引 

該当事項はありません。 

  

(5) 商品関連取引 

前連結会計年度（平成25年３月31日） 

（注）１．上記取引については時価評価を行い、評価損益を連結損益計算書に計上しております。 

 なお、ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。 
２．時価の算定 
 取引対象物の価格、契約期間、その他当該取引に係る契約を構成する要素に基づき算出しております。  

３．商品は、オイル、銅、アルミニウム等に係るものであります。 

  

当第１四半期連結会計期間（平成25年６月30日） 

（注）１．上記取引については時価評価を行い、評価損益を四半期連結損益計算書に計上しております。 

 なお、ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。 
２．時価の算定 
 取引対象物の価格、契約期間、その他当該取引に係る契約を構成する要素に基づき算出しております。  

３．商品は、オイル、銅、アルミニウム等に係るものであります。 

  

(6) クレジット・デリバティブ取引 

該当事項はありません。 

  

区分 種類 契約額等（百万円） 時価（百万円） 評価損益（百万円） 

店頭 

通貨スワップ  15,742  21  21

為替予約  47,826  △137  △137

通貨オプション  600,189  △0  4,351

合計 ――  △116  4,235

区分 種類 契約額等（百万円） 時価（百万円） 評価損益（百万円） 

店頭 

通貨スワップ  15,116  17  17

為替予約  48,120  △92  △92

通貨オプション  579,787  △0  3,910

合計 ――  △74  3,836

区分 種類 契約額等（百万円） 時価（百万円） 評価損益（百万円）

店頭 商品スワップ  2,815  77  77

合計 ――  77  77

区分 種類 契約額等（百万円） 時価（百万円） 評価損益（百万円）

店頭 商品スワップ  2,278  66  66

合計 ――  66  66
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 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。 

（注）前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。 

  

（１株当たり情報）

  
前第１四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成25年４月１日 
至 平成25年６月30日） 

(1) １株当たり四半期純利益金額 円 銭 5 80 円 銭 4 62

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額 百万円  7,980  6,197

普通株主に帰属しない金額 百万円  －  －

普通株式に係る四半期純利益金額 百万円  7,980  6,197

普通株式の期中平均株式数 千株  1,374,372  1,339,508

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 円 銭 4 62

（算定上の基礎）     

四半期純利益調整額 百万円 ―  －

普通株式増加数 千株 ―  972

うち新株予約権 千株 ―  972

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要 

―― ―― 
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 当社は、当社取締役並びに当社子会社である株式会社北陸銀行及び株式会社北海道銀行の取締役（社外取締

役を除く）及び執行役員に対して、株式報酬型ストックオプションを付与することとしております。平成25年

７月26日開催の取締役会において、下記の通り株式報酬型ストックオプションのための新株予約権の募集事項

を決定いたしました。 

  

１．新株予約権の割当日 

平成25年８月13日 

２．新株予約権の発行数 

6,295個（上限） 

３．新株予約権の目的となる株式の種類及び数 

普通株式 629,500株（上限） 

４．新株予約権の行使時の払込金額 

１株当たり１円 

５．新株予約権の行使期間 

平成25年８月14日から平成55年８月13日 

６．新株予約権の割当対象者 

当社        取締役７名 

株式会社北陸銀行  取締役６名、執行役員12名 

株式会社北海道銀行 取締役６名、執行役員10名 

７．新株予約権の行使により株式を発行する場合の資本組入額に関する事項 

(1) 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第

１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果生じる１円未満の端数

は、これを切り上げるものとする。 

(2) 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記(1)記載の資本

金等増加限度額から上記(1)に定める増加する資本金の額を減じた額とする。 

８．新株予約権の払込金額の算定方法 

 新株予約権を割当てる日におけるブラック・ショールズモデルにより算定した新株予約権の公正価値を

払込金額とする。 

  

 該当事項はありません。 

 該当事項はありません。 

（重要な後発事象）

２【その他】

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ほくほ

くフィナンシャルグループの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平

成25年４月１日から平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書

及び注記について四半期レビューを行った。 

  

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任  

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

  

監査人の責任  

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。 

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  

監査人の結論  

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ほくほくフィナンシャルグループ及び連結子会社の平成25年

６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

利害関係  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

  

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

  平成25年８月１日

株式会社ほくほくフィナンシャルグループ     

  取 締 役 会 御 中                     

  有限責任監査法人トーマツ   

  
指定有限責任社員 
業務執行社員 

  公認会計士 深田 建太郎 印 

  
指定有限責任社員 
業務執行社員 

  公認会計士 五十嵐 康彦 印 

  
指定有限責任社員 
業務執行社員 

  公認会計士 石尾 雅樹  印 

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。 

    ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 



【表紙】

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成25年８月９日 

【会社名】 株式会社 ほくほくフィナンシャルグループ 

【英訳名】 Hokuhoku Financial Group, Inc. 

【代表者の役職氏名】 取締役社長 庵 栄伸 

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。 

【本店の所在の場所】 富山市堤町通り１丁目２番26号 

【縦覧に供する場所】 株式会社 東京証券取引所 

（東京都中央区日本橋兜町２番１号） 

証券会員制法人 札幌証券取引所 

（北海道札幌市中央区南１条西５丁目14番地の１） 



 当社取締役社長庵栄伸は、当社の第11期第１四半期（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日）の四半期報告書

の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認しました。 

  

 特記すべき事項はありません。 

  

１【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２【特記事項】
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